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老人医療利用者の個別年間通算入院日数と入院回数に

基づく在宅・入院類型；北海道一自治体における調査より

深山 智代 三国 久美

工藤 禎子 丸山 良子

目的　老人保健の観点から高齢者の在宅と入院の動向を追跡する方法を検討するため，高齢者個々の年間通

算入院日数に基づく在宅・入院類型の分類を行い，当該地域における類型別の割合を指標とする方法を試用

した。

方法　北海道内の一自治体において，老人医療診療報酬明細書（レセプト）；入院，入院外，歯科の全レセ

プトを資料として，個人別に1月～12月の診療実日数，入院年月日等のデータを集約し，年間通算入院日数

（入院診療実日数の和）と年間入院回数を求めた。

　在宅・入院類型は，高齢者個々の年間通算入院日数に基づいて，通年在宅；入院外・歯科受診あり入院な

し，主に在宅；年間通算入院日数180日以下，主に入院；入院181日以上1年未満，および通年入院の4類型

に分けた。

　第二次保健医療圏「札幌」内のA町において，1992年と1993年の老人医療利用者の内，年間通して町に

在籍した70歳以上高齢者を対象者として類型別割合を調べた。調査時の人口は約17,000人，65歳以上14％台

である。

成績　類型分類対象者数は1992年が1,302人（男532，女770），1993年が1,345人（男551，女794）である。両

年とも対象者数は70歳以上人口の83％を占めている。

　在宅・入院類型別割合について以下①～③の知見を得た。（　）内は1993年の値である。

　①通年在宅66（67）％，主に在宅24（25）％，主に入院4（5）％，通年入院6（4）％である。1992年と1993年

の間に有意差はない。なお，男女別にみても両年間に有意差はない。

　②両年とも80歳以上では男女間に有意差が認められ，女性は男性に比べて主に在宅が少なく主に入院と通

年入院が多い。

　③両年とも入院ありの70％は年1回の入院である。ただし，主に入院では年2回以上入院の者が過半数を

占める。

結論　地域毎の在宅・入院類型別割合には，高齢者の疾病構造のみならず，地域の老人保健医療福祉諸施策

の現状とそれに対する利用者の意識が複合的に反映されるものと考えられる。

　在宅・入院類型別割合を指標とする方法は，同一地域で縦断的に追跡する時には使えると考えられる。今

後さらに，地域間の横断的な比較に用いることの適否について研究する意義が示唆された。
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